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『
武
陽
佃
島
』（
ぶ
よ
う
つ
く
だ
じ
ま
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
富
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。

　
佃
島
は
現
在
の
東
京
都
中
央
区
佃
一
帯
。
隅
田
川

の
河
口
の
風
情
の
あ
る
島
で
、
江
戸
時
代
に
大
阪
の

佃
村
の
漁
民
が
移
り
住
ん
で
そ
の
名
を
付
け
た
と
い

わ
れ
る
。
佃
島
周
辺
で
採
れ
る
海
産
物
を
使
っ
て
作

っ
た
煮
物
が
「
佃
煮
」
で
今
で
も
有
名
。
白し

ら

魚う
お

漁り
ょ
うが

盛
ん
で
、
毎
年
11
月
か
ら
翌
年
3
月
頃
ま
で
は
四よ

つ

手で

網あ
み

漁り
ょ
うが

行
わ
れ
、
江
戸
の
風
物
詩
と
し
て
そ
の
光
景

を
多
く
の
絵
師
達
が
描
い
た
。

　
図
の
中
央
の
島
が
佃
島
で
漁
村
も
見
え
る
。
遥
か

に
富
士
山
を
望
む
江
戸
湾
の
入
り
口
は
、
魚
釣
り
の

乗
合
舟
、
漁
夫
の
い
さ
り
船
や
た
く
さ
ん
の
荷
を
運

ぶ
舟
な
ど
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
る
。
遠
く
の
富
士
山
は
、

美
し
い
藍あ

い

摺ず

り
で
表
現
さ
れ
、
こ
の
図
を
ぐ
っ
と
引

き
締
め
、
落
ち
着
い
た
も
の
に
し
て
い
る
。

　
総
じ
て
舟
が
佃
島
に
比
べ
て
大
き
す
ぎ
、
遠
近
感

が
い
さ
さ
か
不
自
然
で
は
あ
る
が
、
舟
の
舳へ

先さ
き

や
船

頭
の
操あ

や
つる

棹さ
お

は
遠
く
の
富
士
山
を
指
し
示
し
、
絵
の

焦
点
は
明
確
で
あ
る
。

葛
飾
北
斎
と
は（
晩
年
〜
飽
く
な
き
画
欲
〜
1
）

　『
富
嶽
三
十
六
景
』が
世
に
出
た
頃
、北
斎
は
既
に

七
十
歳
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
年
齢
で
新
境
地
を
開

い
た
意
欲
と
才
能
に
は
驚

き
ょ
う

嘆た
ん

さ
せ
ら
れ
る
が
、
天
保

後
半
以
降
、
錦
絵
の
作
画
量
が
急
速
に
減
り
、
特
に

風
景
画
の
大
幅
な
減
少
が
目
に
付
く
。（
続
く
）
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e⊖Taxなら、ネットで自宅、オフィスからラクラク申告できます�

　
去
る
7
月
10
日
付
で
江
東
東
税

務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

　
新
涼
の
候
、
公
益
社
団
法
人
江

東
東
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
7
月
の
人
事
異
動

で
、
東
京
国
税
局
課
税
第
二
部
消

費
税
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
過
日
、

着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
松
本
会
長
を
は
じ

　
署
長
に
は
、
東
京
派
遣
主
任
監

察
官
か
ら
楠
久
幸
氏
、
副
署
長
に

は
、
江
東
西
税
務
署
副
署
長
か
ら

升
康
二
氏
、
法
人
課
税
第
1
部
門

統
括
官
に
は
、
浅
草
税
務
署
税
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
坂
本
純
一
氏
、
法

人
会
担
当
上
席
調
査
官
に
は
、
東

金
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
か

ら
齋
藤
洋
氏
が
着
任
さ
れ
た
。

　
船
木
署
長
は
東
京
国
税
局
課
税

第
二
部
消
費
税
課
長
、
石
内
副
署

長
は
戸
塚
税
務
署
法
人
指
定
特
官
、

渡
口
法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官

は
船
橋
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
統
括
官
、
廣
瀬
審
理
担
当
上
席

調
査
官
は
市
川
税
務
署
法
人
課
税

第
1
部
門
へ
転
勤
さ
れ
た
。

　
な
お
、
水
村
総
務
課
長
、
田
辺

源
泉
担
当
上
席
調
査
官
は
留
任
さ

れ
た
。

め
、
役
員
・
会
員
の
皆
様
方
か
ら

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
4
月
に
1
回
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
以
降
、

本
当
に
長
い
間
、
自
粛
期
間
が
継

続
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
在
任
中
は
法
人
会
に
お
き

ま
し
て
も
、
こ
の
影
響
に
よ
り
、

多
く
の
研
修
や
会
議
、
行
事
を
中

止
又
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち
を
き
れ

い
に
」や「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に
な
り
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

心
残
り
で
す
が
、
7
月
の
合
同
役

員
会
、
9
月
の
支
部
長
会
、
12
月

の
女
性
部
会
研
修
会
な
ど
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
会
い
し
た

皆
様
の
お
人
柄
に
触
れ
、
ご
厚
情

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
後
任
の

職
員
に
も
同
様
の
ご
厚
情
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
江
東
東
法
人
会
は
、
税
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
長
年
に

亘
り
税
知
識
の
普
及
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

会
員
企
業
及
び
地
域
社
会
の
健
全

楠　署　長

新
署
長
に
楠
　
久
幸
氏

江
東
東
税
務
署
定
期
人
事
異
動

な
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
後

も
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
踏
ま

え
て
の
活
動
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

国
や
東
京
都
の
ル
ー
ル
を
踏
ま
え

つ
つ
、
各
種
行
事
の
開
催
時
期
や

開
催
規
模
、
開
催
方
法
な
ど
を
工

夫
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
事
業
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
税
務
行
政
に
対
す
る
一

層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益

社
団
法
人
江
東
東
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

離
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
爽
秋
の
候
、（
公
社
）
江
東
東
法

人
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
こ
の
度
の
人
事
異

動
で
、
戸
塚
税
務
署
に
配
置
換
え

と
な
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
松
本
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら

多
大
な
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
任
の
升
副
署
長
に
対
し
ま
し
て

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、（
公
社
）
江
東
東
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆

様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
1
日
も
早
い
収

束
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

離
任
の
ご
挨
拶

前
署
長

　
船
木
　
英
人

お
別
れ
に
あ
た
っ
て
前
副
署
長

　
石
内
　
健
一
郎
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
日
　
時
　
10
月
18
日
㈪

　
　
　
　
　
16
：
00
〜
17
：
30

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
6
階
第
3
研
修
室

　
演
　
題
　 『
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
の
対
処
法
』

　
　
〜
介
護
の
実
態
を
探
る
〜

　
講
　
師
　
大
妻
女
子
大
学
　
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
是こ

れ

枝え
だ

　
祥さ

ち

子こ
　
氏

　
内
　
容
　
令
和
3
年
度
税
制
改
正
他

◎
亀
戸
地
区

　
日
　
時
　
10
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
の
部
　
10
：
00
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
14
：
00
〜
15
：
30

　
会
　
場
　
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
5
階
研
修
室

◎
大
島
・
砂
町
地
区

　
日
　
時
　
10
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　
10
：
00
〜
11
：
30

　
会
　
場
　
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
レ
ク
ホ
ー
ル

3

　
第
43
回
社
会
貢
献
活
動

　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
き
れ
い
に

　
日
　
時
　
10
月
23
日
㈯
　
雨
天
中
止

　
　
　
　
　
9
：
30
〜
11
：
30

　
集
　
合
　
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
駐
車
場

　
清
掃
場
所
　
大
島
地
区

　
　
　
　
　 

都
営
新
宿
線
西
大
島
駅
を
中
心
に
明
治
通
り
、

　
　
　
　
　
新
大
橋
通
り
一
帯

　
服
　
装
　
汚
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　
　（
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
等
貸
与
）

　
そ
の
他
　
参
加
賞
を
贈
呈

　
下
町
風
情
あ
ふ
れ
る
谷
根
千
巡
り

　
谷
中
銀
座
商
店
街
や
根
津
神
社
ウ
ォ
ー
ク

　
日
　
時
　
11
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
10
：
00
〜
12
：
30

　
集
　
合
　
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

　
　
　
　
　「
西
日
暮
里
駅
」

　
　
　
　
　
1
番
出
口
　
西
日
暮
里
公
園

　
内
　
容
　 

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
に
よ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
基
礎
を
学
習
。

　
　
　
　
　 

レ
ト
ロ
な
お
店
、
た
く
さ
ん
の
猫
に
会
え
る

　
　
　
　
　
全
5
㎞
ウ
ォ
ー
ク

　
コ
ー
ス
　 

西
日
暮
里
（
ス
タ
ー
ト
）
↓
谷
中
銀
座
（
ゆ
う
や

け
だ
ん
だ
ん
）
↓
よ
み
せ
通
り
↓
根
津
神
社
↓
ヒ

マ
ラ
ヤ
杉
↓
寛
永
寺
↓
奏
楽
堂
↓
東
京
国
立
博
物

館
↓
上
野
公
園
噴
水
前
（
ゴ
ー
ル
）

　
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

職　　名
新 旧

氏　　名 異　　動　　元 氏　　名 異　　動　　先
署 長 楠

くすのき

 久
ひさ

　幸
ゆき 国税庁長官官房　東京派遣　主任監察官 船

ふな

　木
き

　英
ひで

　人
と 東京局　課税第二部　消費税課長

副 　 署 　 長 升
ます

　　　康
こう

　二
じ 江東西署　副署長 石

いし

　内
うち

　健
けん

一
いち

郎
ろう 戸塚署　法人指定特官

総 務 課 長 水
みず

　村
むら

 聡
さとる 留　任 水

みず

　村
むら

 聡
さとる 留　任

総 務 課 長 補 佐 加
か

　藤
とう

　香
か

　織
おり 神田署　法人特官付　上席国税調査官 瀬

せ

　戸
と

   純
じゅん

   子
こ 麻布署　総務課　課長補佐

法
人
1
部
門

統 括 官 坂
さか

　本
もと

   純
じゅん

   一
いち 浅草署　税務署処理センター　統括国税調査官 渡

わたり

   口
ぐち

　千
ち

代
よ

子
こ 船橋署　法人課税第 1部門　統括国税調査官

法人会担当上席 齋
さい

　藤
とう

 洋
ひろし 東金署　法人課税第 1部門　上席国税調査官 廣

ひろ

　瀬
せ

 剛
つよし 市川署　法人課税第 1部門　上席国税調査官

源泉担当上席 田
た

　辺
なべ

　浩
ひろ

　子
こ 留　任 田

た

　辺
なべ

　浩
ひろ

　子
こ 留　任

法 人    2    統 括 官 　 　 宇
う

　山
やま

　正
まさ

　信
のぶ 江戸川南署　法人課税第 2部門　統括国税調査官

法 人    3    統 括 官 　 　 田
た

　中
なか

　博
ひろ

　一
かず 芝署　法人課税第 5部門　統括国税調査官
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣



法人会ニュース　江　東　ひ　が　し（ 5）　第　474　号 令和 3 年 9 月 1 日

国税の申告と納税はe‒Taxで

詳しくは国税庁ホームページの「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。
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法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

　
税
務
署
の
定
期
人
事
異
動
が
あ

り
、
新
し
く
楠
久
幸
署
長
、
升
康

二
副
署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
誌
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
お
二
人

の
ご
出
身
地
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

楠
　
私
は
山
梨
県
塩え

ん

山ざ
ん

市し

、
現
在

の
甲
州
市
の
出
身
で
す
。
甲
府
盆

地
の
東
に
位
置
し
、
ブ
ド
ウ・桃・

サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が

盛
ん
な
地
で
す
。
ワ
イ
ン
や
枯こ

露ろ

柿が
き

な
ど
で
も
ご
存
じ
の
方
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
本
年
は
武
田
信
玄
公
生

誕
5
0
0
年
に
当
た
り
ま
す
が
、

地
元
に
は
信
玄
公
の
菩
提
寺
で
あ

る
恵
林
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
、

宝
物
館
に
は
信
玄
公
に
ま
つ
わ
る

宝
物
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
夢む

窓そ
う

国こ
く

師し

が
作
庭
し
た
心し

ん

字じ

池い
け

に
か
か

る
枝
垂
桜
は
見
事
だ
そ
う
で
す
。

　
東
京
方
面
か
ら
で
す
と
、
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
広
が
る
甲
府
盆

地
を
一
望
で
き
、
特
に
桃
の
花
が

咲
く
季
節
は
ま
さ
に
ピ
ン
ク
の
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な

絶
景
で
す
。
是
非
、
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

升
　
私
は
石
川
県
の
能
登
出
身
で

 楠署長さん
 升副署長さん こんにちは

誌上インタビュー

す
。
能
登
は
、
自
然
が
豊
富
で
風

光
明
媚
な
場
所
で
す
が
、
交
通
の

便
が
良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
魅
力
が
伝
わ
り
に
く
い
所
で
も

あ
り
ま
す
。

　
特
産
物
と
し
て
は
、
や
は
り
海

産
物
が
お
勧
め
で
す
が
、
特
に
冬

の
カ
ニ
（
焼
き
）・ぶ
り
（
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
）・
甘
エ
ビ
（
刺
身
）・
カ

キ
（
焼
き
）
が
美
味
し
い
で
す
。

Ｑ
　
家
族
構
成
は
？

楠
　
妻
と
子
供
2
人
で
す
。
子
供

の
手
も
離
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夫

婦
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
こ
と
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。

升
　
妻
と
子
供
3
人
で
す
。
内
1

人
は
本
年
5
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

あ
と
猫
が
2
匹
い
ま
す
。

Ｑ
　
税
務
の
職
場
に
入
ら
れ
た
キ

ッ
カ
ケ
は
？

楠
　
学
校
で
国
家
公
務
員
の
募
集

案
内
が
配
付
さ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
母
か
ら
勧
め
ら
れ
て
受
験

し
た
と
思
い
ま
す
。
税
に
つ
い
て

の
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
合
格
し
た
際
の
家
族
の

喜
ぶ
姿
が
印
象
的
で
、
頑
張
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

升
　
個
人
事
業
を
行
っ
て
い
た
両

親
か
ら
、
子
供
の
頃
よ
り
「
公
務

員
に
な
れ
！
公
務
員
に
な
れ
！
」

と
洗
脳
さ
れ
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
税
務
の
職
場
に
入
っ
た

の
は
、
他
の
公
務
員
よ
り
も
処
遇

が
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
　
お
二
人
の
今
ま
で
の
経
歴
を

簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

楠
　
初
任
地
は
川
崎
北
税
務
署
の

資
料
情
報
部
門
で
す
。
そ
の
後
、

千
葉
県
、
東
京
都
内
の
税
務
署
で

主
に
個
人
課
税
事
務
に
従
事
し
ま

し
た
。
通
算
の
勤
務
年
数
は
局
個

人
課
税
課
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

途
中
、
広
報
広
聴
事
務
や
電
話
相

談
事
務
の
運
営
、
直
前
に
は
、
東

京
派
遣
国
税
庁
監
察
官
と
い
う
部

署
で
も
勤
務
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
経
験
す
る
こ
と
の
少
な
い
部
署

で
す
の
で
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

升
　
小
石
川
税
務
署
所
得
税
部
門

で
の
勤
務
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、

4
署
の
勤
務
を
経
て
国
税
局
勤
務

と
な
り
、
個
人
課
税
課
を
中
心
に

15
年
間
国
税
局
で
勤
務
し
ま
し
た
。

一
咋
年
か
ら
は
副
署
長
と
し
て
東

京
上
野
、
江
東
西
及
び
江
東
東
署

で
の
勤
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
職
場
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

楠
　
思
い
返
せ
ば
毎
年
様
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
の

変
化
を
感
じ
た
と
い
う
点
で
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
導
入
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
。〝
税
務
行
政

の
将
来
像
〞
の
中
で
既
に
導
入
す

る
こ
と
は
決
ま
っ
て
お
り
、
個
人

的
に
は
本
当
に
可
能
な
の
か
と
、

や
や
懐
疑
的
で
し
た
が
、
開
発
者

や
先
行
し
て
い
た
官
公
庁
の
方
々

か
ら
お
話
を
聞
く
う
ち
に
画
期
的

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

前
任
者
や
そ
の
後
の
担
当
者
の
尽

力
に
よ
り
運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

様
式
の
変
化
の
中
で
、
広
く
定
着

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

升
　
平
成
23
年
3
月
11
日
㈮
に
発

楠　署　長
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生
し
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

で
す
。

　
当
時
、
国
税
局
の
個
人
課
税
課

に
在
籍
し
て
お
り
、
震
災
発
生
時

は
確
定
申
告
期
間
中
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
翌
週
月
曜
日
以
降
の

確
定
申
告
対
応
を
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
早
期
に
検
討
し
全
署
へ
指
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
一
時
途
絶
え

た
り
、
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
で
し
た
。

　
国
税
局
に
泊
ま
り
込
み
、
総
務

課
や
被
災
地
署
と
連
絡
を
密
に
し

て
対
応
策
を
策
定
し
、
3
月
13
日

㈰
の
夕
方
に
メ
ー
ル
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
り
、
全
署
に
対
し
て
3
月
14
日

以
降
の
対
応
方
針
を
連
絡
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
時
に
職
場
に
入
っ

て
初
め
て
「
申
告
期
限
の
延
長
制

度
」
を
利
用
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
ご
趣
味
等
を
お
聞
き
し
て
も

よ
ろ
し
い
で
す
か
？

楠
　
趣
味
と
言
え
る
も
の
を
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

流
行
の
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
動
画
で
焚

火
に
興
味
が
沸
き
、
次
第
に
キ
ャ

ン
プ
用
品
や
移
動
用
の
自
転
車
へ

と
興
味
の
対
象
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
始
め
た
ば
か
り
で

未
だ
趣
味
と
言
え
る
領
域
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
場

ま
で
辿
り
着
け
る
脚
を
鍛
え
た
り
、

キ
ャ
ン
プ
用
品
の
作
成
を
し
た
り

と
、
比
較
的
充
実
し
た
週
末
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

升
　
山
登
り
で
す
。
日
本
百
名
山

の
う
ち
35
座
登
頂
、
富
士
山
は
6

回
登
頂
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
最
近
読
ん
だ
本
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

楠
　
あ
ま
り
読
書
の
習
慣
は
な
い

の
で
す
が
、
最
近
人
に
勧
め
ら
れ

読
ん
で
み
た
の
が
、
文
学
的
な
内

容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
声
に
出

し
て
笑
え
る
日
本
語
」
と
い
う
本

で
す
。
ニ
ヤ
リ
と
す
る
ダ
ジ
ャ
レ

が
多
い
印
象
で
し
た
が
、
噺
家
の

文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

升
　
池
井
戸
潤
の「
七
つ
の
会
議
」

で
す
。

Ｑ
　
健
康
面
で
心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

楠
　
特
に
な
い
の
で
す
が
、
体
を

動
か
す
こ
と
は
好
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
に
は
好
き
な
も
の
を

食
べ
て
飲
ん
で
十
分
に
睡
眠
を
と

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

升
　
野
菜
を
多
く
と
る
こ
と
。
良

く
寝
る
こ
と
。
休
肝
日
を
週
に
3

日
設
け
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
お
好
き
な
言
葉
は
？

楠
　
好
き
な
言
葉
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
20
年
以
上
前
に
、
当
時
の

上
司
か
ら
最
後
に
頂
い
た〝
感
謝
〞

と
い
う
言
葉
は
特
に
好
き
で
す
。

私
共
の
職
場
は
異
動
が
多
く
、
多

く
の
人
と
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
ど
の
部
署
で
も
一
人
で
で
き

た
仕
事
な
ど
な
く
、
そ
の
時
々
の

上
司
、
同
僚
、
部
下
に
助
け
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
こ
れ
か
ら
も
「
感
謝
」
と
い

う
言
葉
を
忘
れ
ず
に
居
た
い
と
思

い
ま
す
。

升
　「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は

開
け
る
」こ
れ
は
第
16
代
ア
メ
リ
カ

大
統
領
リ
ン
カ
ー
ン
の
言
葉
で
す
。

Ｑ
　
江
東
区
の
印
象
は
？

楠
　
数
年
前
、
亀
戸
駅
に
亀
戸
大

根
と
い
う
立
て
看
板
を
見
つ
け
、

何
の
こ
と
だ
ろ
う
と
早
速
検
索
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
亀
戸
5
丁

目
辺
り
か
ら
升
本
本
店
さ
ん
経
由

で
亀
戸
天
神
辺
り
ま
で
散
策
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
の
街
並
み
や
亀
戸
天
神

の
池
越
し
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
眺

め
、
江
戸
と
東
京
が
重
な
っ
た
独

特
な
町
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
江
東
区
と
い
う
意
味
で
は
、
現

代
的
に
開
発
さ
れ
る
臨
海
部
と
い

う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

　
当
署
管
内
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
の
で
、
時

間
を
見
つ
け
て
散
策
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

升
　
城
東
、
深
川
地
区
は
、
人
情

味
溢
れ
る
下
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
下
町
グ
ル
メ
も
楽
し
め
る
所

と
い
う
印
象
で
す
。
ま
た
、
臨
海

地
区
は
、
子
供
が
小
さ
い
頃
に
学

習
の
た
め
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
更
に
は
、
東
京
都
現
代
美
術
館

等
も
あ
り
、
身
近
に
文
化
芸
術
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら

し
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
法
人
会
活
動
に
つ
い

て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

楠
　
法
人
会
に
お
か
れ
て
は
、
各

種
の
研
修
会
等
の
開
催
の
ほ
か
、

「
税
の
絵
は
が
き
」の
募
集
活
動
や

清
掃
活
動
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

の
実
施
な
ど
、
税
知
識
の
普
及
は

も
と
よ
り
、
社
会
貢
献
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
社
会
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め
、
三
密
を
回

避
し
た
新
し
い
生
活
様
式
や
働
き

方
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
世
の
中
が

変
化
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
さ
れ
、
魅
力
あ
る

事
業
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

税
の
啓
発
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

升
　
税
に
関
す
る
良
き
理
解
者
と

し
て
、
松
本
会
長
を
は
じ
め
、
法

人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
私
ど

も
税
務
当
局
に
対
し
ま
し
て
、
引

き
続
き
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

―
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。―

升　副　署　長
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7日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
決算法人説明会　　中止 午　後　 2 　時 江 東 東 税 務 署

15日㈬ 第 3回理事会 午　後　 3 　時 アンフェリシオン
支部長会（会員増強決起大会） 午　後　 4 　時 〃

16日㈭ 女性部会　研修会　　中止 午後 2時30分 法 人 会 館

7日㈭ 第37回法人会全国大会　岩手大会 午　後　 2 　時 盛 岡 市 民 文 化 
ホ ー ル

12日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
決算法人説明会 午　後　 2 　時 江 東 東 税 務 署

18日㈪ 健康講演会
　内容　「介護が必要になった時の対処法」
　　　　　　～介護の実態を探る～
　講師　大妻女子大学　名誉教授　是枝　祥子氏

午　後　 4 　時 カメリアプラザ

20日㈬ 地区別税法説明会（亀戸地区） 第 1部
 第 2部
　内容：地区別税法説明会　令和 3年度税制改正
　講師：江東東税務署担当官

午　前　10　時
午　後　 2 　時

カメリアプラザ
〃

23日㈯ 社会貢献活動　第43回「まちをきれいに」 午前 9時30分 大 島 地 区
28日㈭ 地区別税法説明会（大島・砂町地区合同）

　内容：地区別税法説明会　令和 3年度税制改正
　講師：江東東税務署担当官

午　前　10　時 江東区総合区民 
セ ン タ ー

29日㈮ 税務研究部会研修会
　内容　「未定」
　講師　江東東税務署担当官

午後 3時30分 法 人 会 館

5日㈮ 源泉部会　年末調整説明会 第 1部
 第 2部
　内容 ：年末調整のしかた
　講師：税理士 巣内　繁行

午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

9日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
新設法人説明会 午　後　 3 　時 江 東 東 税 務 署

11日㈭ 生活習慣病予防検診 午　前　 9 　時 江東区総合区民 
セ ン タ ー

簿記講習会（全14回スタート） 午　後　 6 　時 法 人 会 館
12日㈮ 生活習慣病予防検診 午　前　 9 　時 江東区総合区民 

セ ン タ ー
13日㈯ ウォーキング教室 午　前　10　時 谷 根 千 巡 り 

ウ ォ ー ク
15日㈪ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
16日㈫ 第15回全国女性フォーラム　新潟大会 午　後　 2 　時 朱 鷺 メ ッ セ
18日㈭ 納税表彰式 午後 2時20分 カメリアプラザ
26日㈮ 全国青年の集い　佐賀大会 午　後　 3 　時 佐賀市文化会館

◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。
◎ 各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。　☎03‒3684‒2303

9月

10月

11月

下記行事は新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止となる場合があります。
開催につきまして当会ホームページでご確認いただくか、法人会事務局までお問合せ
ください。

管内法人数　4,293社　　法人会員数　1,418社　　加入率　33.03％（令和 ₃年 ₇月₃₁日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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